
地方創生・地域未来戦略推進本部 提言方針（令和８年度）

※ 重点化・理念型の提言を踏襲 ・ 他の本部や委員会等の重複を避けるよう重点化
（個別具体的な提言項目は、原則、他の本部等の提言に委ねる）

《現状及び課題》
□残りたい、戻りたい、行きたいと思える魅力ある地域を創り出す
□人口減少に対応した地方の社会機能・行政機能の再構築

□地域未来戦略への政策転換
□第34次地方制度調査会「国、都道府県、市町村の役割分担 他」

“選ばれる地域への転換” と“人口減少適応戦略”を並行して進める必要

地方創生・地域未来戦略推進への提言
１ 我々の目指す地方の姿

（地域経済・産業・人材の活性化）
（地方の在り方）
（社会機能・行政機能の在り方）

２ 国と地方の役割分担の明確化
（地方の主体性強化と制度改革）
（国が担うべき全国一律の支援）

３ 地方としての財源確保対策の強化

《これまでの取組状況》
地方創生の実現は未だ道半ば
▽
現状を踏まえ、課題を整理
▽

地方自らの視点で評価・検証、地方目線で議論し、新たな提言を発出
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